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日本経営システム学会 第 72回全国研究発表大会のご案内 

 

会員の皆様には、時下益々ご清祥こととお慶び申し上げます。さて、日本経営システム学会第 72 回全

国研究発表大会が 2024 年 5 月 18 日（土）、19 日（日）に開催されます。多くの会員の皆さまのご参加お

よびご発表を心よりお待ちしております。 

 

  記 

 

開 催 日：2024 年 5 月 18 日（土）、19 日（日） 

主 催 校：麗澤大学 柏キャンパス 

〒277-8686 千葉県柏市光ヶ丘 2-1-1 

交通アクセス https://www.reitaku-u.ac.jp/about/access/ 

開催形式：対面での実施 

連 絡 先：実行委員長 麗澤大学 吉田健一郎 E-mail:ken@reitaku.jp 

主  催：日本経営システム学会 

統一論題：「AI と経営システム」 

基調講演：「ひとにやさしい AI と経営システム」        麗澤大学工学部 教授 小塩篤史 氏 

参 加 費：会員 5,000 円、学生会員 3,000 円、協賛学会員・同学生会員はそれぞれ会員・学生会員と同額、

非会員 6,000 円、非会員学生 4,000 円（当日支払は各 1,000 円高） 

※参加人数の事前把握と受付混雑緩和のため、事前の参加申込へのご協力をお願いいたします。 

懇親会費：会員 5,000 円、学生会員 3,000 円、協賛学会員 5,000 円、非会員 6,000 円 

（当日支払各 1,000 円高）。準備の関係上、事前申し込みをお願いします。 

昼  食：最寄りのコンビニエンスストア（セブンイレブン）やモスバーガーなどをご利用ください。 

宿  泊：最寄駅である南柏駅にホテルが 1 軒ございます。また、会場の隣の駅である柏駅に多数ござい

ますので、各自でご手配下さい。 

参加申込：本 JAMS NEWS に同封の振込用紙または HP の振込方法を参考に 5 月 10 日（金）までに上記

金額をお振込み下さい。期限後に振込みされた方は振込控えまたはコピーをお持ち下さい。 

 

■大会会場へのアクセス 

南柏駅からのアクセス 

・常磐線各駅停車にて「南柏」駅で下車し東口を降りて、徒歩で 15 分。バス停１番線乗り場（何行でも

OK）から乗車し、「向原」もしくは「麗澤大学前」にて下車。校舎「さつき」までお越しください。 

・タクシー 所要時間／約 5 分、料金／約 800 円※タクシーの所要時間と料金は大まかな目安です。道路

の混雑の状況によって異なることがあります。 

 

■研究発表に関する細則について 

当学会では、研究発表大会をスムーズに運営するために、口頭発表に関して「研究発表細則」（学会ホー

ムページ http://www.jams-web.jp/download/jams-kenkyuuhappyou.pdf）に従って運営しています。口頭

発表を申し込まれる前にご確認ください。なお、この細則は、大会委員会および大会実行委員会により運

用されます。不明な点がございましたら、学会事務局へお問い合わせください。 
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■学生研究発表優秀賞について 

 当学会では、学生セッションの研究発表を審査して優秀な発表には「学生研究発表優秀賞」を授与して

います。学生であれば、正会員・学生会員を問わず、学生セッションの研究発表は審査の対象となります。

ただし、下記の点にご留意下さい。 

・学生セッションの発表は、正会員との連名とし、ファースト・オーサーは学生とします。 

・学生セッションでの単独発表は、正会員の学生に限ります。 

・学生研究発表優秀賞の受賞対象者は、単独発表、連名発表のファースト・オーサーの学生のみとします。 

・学生セッションの発表原稿は、会員の種別を問わず 2 頁とします。 

 

 

第 71回全国研究発表大会の報告 

 

大会実行委員長 東北大学 石田修一 

 

第 71 回全国研究発表大会は、2023 年 11 月 18 日（土）、19 日（日）の 2 日間、東北大学 青葉山キャ

ンパスに開催させていただきました。 

統一論題は「シネシスと経営システム」とし、基調講演は「組織の変化マネジメントにおける統合的視

点の重要性 -“Synesis”が提示する視点-」を東北大学大学院工学研究科技術社会システム専攻の高橋信

専攻長にご発表いただきました。 

研究の発表件数は 89 件（一般発表 33 件、学生発表 49 件、研究部会発表 7 件）であり、参加者は 155

名と多くの方々にご参加いただき、活発な議論が行われました。 

また、懇親会では 49 名のご参加があり、盛大に開催することができました。 

会長の椎原先生をはじめ理事の先生方、事務局の皆様、発表・司会をお引き受け下さった会員の皆様の

多大なご協力を賜り、無事開催を終えることができました。深く御礼申し上げます。 

 

 

学生研究発表優秀賞について 

 

表彰委員長 深澤 琢也 

 

第 71 回全国研究発表大会（会場：東北大学 青葉山キャンパス）終了後、表彰委員会において、厳正か

つ慎重に受賞候補者を選考いたしました。その後、理事会の審議を経て下記 7 名が学生研究発表優秀賞の

受賞者に決定しましたので報告いたします。 

 

「EC サイト上における消費者の過去の閲覧行動の多様性を考慮したセッション中の購買予測」 

福井悠斗（東海大学） 

「カフェテリア方式を採用する食堂における自動献立作成」    山﨑俊太朗（神奈川大学） 

「試合の勝敗に着目したスポーツの現地観戦を促す広告メッセージの検討」  室井慎太郎（法政大学） 

「ゲーム実況動画の広告効果に関する実証分析」      荒井穣（東京工科大学） 

「投資家向け企業開示情報に基づく社会環境変化時の企業適応行動に関する企業情報マイニングの試み 

―気候変動がもたらすリスク・機会に対する企業適応行動のマイニング― 実井貴哉（東京都市大学） 

「VQ-Conditional StyleGAN2 によるユーザ属性情報を考慮した画像生成に関する研究」 

大池樹（上智大学） 

「Q&A サービスにおける良質な回答を増加させるための推薦システムの提案」 谷畑耀（上智大学） 
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4
）

休
　

　
憩

基
調

講
演

：
「
ひ

と
に

や
さ

し
い

A
Iと

経
営

シ
ス

テ
ム

」
麗

澤
大

学
工

学
部

　
小

塩
篤

史
 氏

実
行

委
員

長
挨

拶
  

  
 麗

澤
大

学
　

　
　

　
　

　
吉

田
　

健
一

郎
会

長
挨

拶
　

　
　

　
　

　
　

大
阪

工
業

大
学

　
　

　
椎

原
　

正
次

会
場

（
3
1
0
1
）

表
彰

式
（
3
1
0
1
）

総
会

（
3
1
0
1
）

理
事

会
（
3
2
0
2
）

評
議

会
（
3
2
0
3
）

会
場

感
性

デ
ザ

イ
ン

に
よ

る
職

場
ス

ト
レ

ス
抑

止
策

＊
早

稲
田

大
学

　
　

　
康

永
　

直
樹

　
早

稲
田

大
学

　
　

　
三

原
　

康
司

第
7
2
回

　
日

本
経

営
シ

ス
テ

ム
学

会
　

全
国

研
究

発
表

大
会

　
プ

ロ
グ

ラ
ム

休
　

　
憩

休
　

　
憩

　
（
懇

親
会

会
場

設
営

）

懇
親

会
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【
5
月

1
9
日

（
日

）
】
　

受
付

開
始

9
:3

0
～

（
場

所
：
麗

澤
大

学
　

校
舎

さ
つ

き
）

時
　

間
時

　
間

1
1
:0

0
～

1
1
:1

0

1
2
:1

0
～

1
3
:0

0

休
　

　
憩

地
域

の
協

働
活

動
に

お
け

る
デ

ー
タ

活
用

の
発

展
段

階
の

提
案

 −
ふ

る
さ

と
納

税
事

業
に

お
け

る
ア

ン
ケ

ー
ト

調
査

＊
摂

南
大

学
　

　
　

幾
谷

　
茉

桜
　

摂
南

大
学

　
　

　
久

保
　

貞
也

In
su

rt
e
c
h
業

界
に

お
け

る
組

織
間

関
係

の
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
構

造
の

変
化

＊
関

西
大

学
　

　
　

李
　

佳
ゼ

ン
　

関
西

大
学

　
　

　
尾

高
　

匡
　

関
西

大
学

　
　

　
伊

佐
田

　
文

彦

1
1
:3

0
～

1
1
:5

0
日

本
の

中
小

企
業

に
お

け
る

IT
サ

ー
ビ

ス
を

活
用

す
る

要
因

の
定

量
分

析

＊
法

政
大

学
　

　
　

石
川

　
貴

章
　

法
政

大
学

　
　

　
玄

場
　

公
規

ヘ
ル

ス
レ

コ
ー

ド
に

お
け

る
エ

コ
シ

ス
テ

ム
の

進
化

＊
関

西
大

学
　

　
　

尾
高

　
匡

　
関

西
大

学
　

　
　

李
　

佳
璇

　
関

西
大

学
　

　
　

伊
佐

田
　

文
彦

サ
プ

ラ
イ

チ
ェ

ー
ン

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

の
取

引
構

造
に

関
す

る
概

念
モ

デ
ル

の
構

築

＊
新

潟
国

際
情

報
大

学
/
東

北
大

学
大

学
院

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

佐
々

木
　

桐
子

　
東

北
大

学
　

　
　

永
松

　
陽

明

C
V
C

に
着

目
し

た
A
H

P
絶

対
評

価
法

に
よ

る
オ

ー
プ

ン
イ

ノ
ベ

ー
シ

ョ
ン

の
評

価
手

法
の

提
案

＊
立

命
館

大
学

　
　

　
藤

本
　

慎
一

郎
　

立
命

館
大

学
　

　
　

澤
口

 学

情
報

シ
ス

テ
ム

部
門

の
IT

ケ
イ

パ
ビ

リ
テ

ィ
と

構
成

要
素

に
関

す
る

考
察

＊
立

命
館

大
学

　
　

　
横

田
　

修
一

「
指

定
都

市
」
人

口
上

位
5
都

市
に

お
け

る
総

合
計

画
の

規
定

要
因

分
析

＊
横

浜
市

立
大

学
　

　
　

藤
崎

　
晴

彦
　

東
北

大
学

　
　

　
永

松
　

陽
明

わ
が

国
の

ス
マ

ー
ト

シ
テ

ィ
戦

略
に

関
す

る
一

考
察

ー
豊

橋
市

の
地

域
マ

イ
ク

ロ
グ

リ
ッ

ド
構

築
の

事
例

を
中

心
に

し
て

＊
国

士
舘

大
学

　
　

　
税

所
　

哲
郎

高
速

ク
ラ

ウ
ド

移
行

方
式

の
提

案
と

コ
ロ

ナ
禍

で
の

実
践

＊
立

命
館

大
学

　
　

　
横

田
　

修
一

商
品

の
人

気
度

変
化

と
直

近
の

出
数

傾
向

を
考

慮
し

た
販

売
周

期
の

あ
る

弁
当

の
需

要
予

測

＊
神

奈
川

大
学

　
　

　
岡

部
　

開
翔

　
神

奈
川

大
学

　
　

　
片

桐
　

英
樹

1
1
:1

0
～

1
1
:3

0

1
1
:5

0
～

1
2
:1

0

E
会

場
（
学

生
：
3
1
0
4
）

1
0
:3

0
～

1
1
:0

0

製
品

企
画

・
開

発
の

“
失

敗
と

成
功

要
因

の
見

え
る

化
”
と

“
活

用
の

仕
組

み
作

り
”
に

関
す

る
研

究
(第

2
 報

)

＊
技

術
士

　
　

　
吉

田
　

雅
雄

　
立

命
館

大
学

　
　

　
澤

口
　

学

A
ta

n
as

so
vの

In
tu

it
io

n
is

ti
c
 F

u
zz

y 
S
e
ts

に
対

す
る

K
n
o
w

le
dg

e
 M

e
as

u
re

を
用

い
た

M
A
D

M
に

よ
る

投
資

銘
柄

選
択

に
お

け
る

評
価

要
素

の
ウ

ェ
イ

ト
推

定

＊
愛

知
淑

徳
大

学
　

　
　

上
原

　
衞

　
中

京
学

院
大

学
　

　
　

脇
田

　
邦

弘

秋
田

豪
雨

に
お

け
る

地
元

自
治

体
の

災
害

対
応

に
関

す
る

イ
ン

タ
ビ

ュ
ー

調
査

ー
東

日
本

大
震

災
の

教
訓

は
活

か
さ

れ
た

か
？

＊
秋

田
大

学
　

　
　

益
満

　
環

1
0
:0

0
〜

1
0
:3

0

イ
ン

フ
ラ

の
特

徴
を

踏
ま

え
た

セ
ミ

イ
ン

テ
グ

ラ
ル

型
ア

ー
キ

テ
ク

チ
ャ

の
提

案

＊
首

都
高

速
道

路
　

　
　

染
谷

　
厚

徳
　

立
命

館
大

学
　

　
　

澤
口

　
学

異
分

野
研

究
・
ト

ラ
ン

ス
デ

ィ
プ

リ
ー

研
究

向
け

評
価

シ
ス

テ
ム

の
提

案

＊
統

計
数

理
研

究
所

　
　

　
本

多
　

啓
介

　
統

計
数

理
研

究
所

　
　

　
浜

田
　

ひ
ろ

か

福
島

原
子

力
事

故
の

事
例

研
究

　
現

場
成

員
は

な
ぜ

退
避

し
な

か
っ

た
の

か

＊
埼

玉
大

学
　

　
　

瀧
波

　
康

修

1
0
:0

0
〜

1
0
:2

0

1
0
:4

0
〜

1
1
:0

0

シ
ー

ズ
（
技

術
）
探

究
と

ニ
ー

ズ
（
要

求
）
探

索
に

よ
る

新
規

シ
ス

テ
ム

開
発

ー
新

商
品

開
発

過
程

の
研

究

＊
早

稲
田

大
学

　
　

　
山

本
　

真
依

子
　

早
稲

田
大

学
　

　
　

大
野

　
髙

裕

産
業

用
作

業
機

械
の

電
動

化
普

及
を

目
的

と
し

た
ト

ー
タ

ル
コ

ス
ト

評
価

モ
デ

ル

＊
立

命
館

大
学

　
　

　
福

留
　

未
菜

　
立

命
館

大
学

　
　

　
湊

　
宣

明

1
0
:2

0
〜

1
0
:4

0
産

業
創

成
期

に
お

け
る

ス
タ

ー
ト

ア
ッ

プ
企

業
の

特
徴

ー
核

融
合

産
業

に
お

け
る

事
例

研
究

＊
東

北
大

学
　

　
　

西
内

　
友

也
　

東
北

大
学

　
　

　
石

田
　

修
一

A
会

場
（
一

般
：
3
1
0
1
）

B
会

場
（
一

般
：
3
1
0
2
-
A
）

A
lz

h
e
im

e
r型

認
知

症
診

断
を

事
例

と
し

た
動

的
多

因
子

交
絡

モ
デ

ル
に

よ
る

新
た

な
医

療
経

済
性

評
価

＊
立

命
館

大
学

　
　

　
新

井
　

崇
之

　
立

命
館

大
学

　
　

　
湊

　
宣

明

C
会

場
（
一

般
：
3
1
0
2
-
B

）
D

会
場

（
学

生
：
3
1
0
3
）

休
　

　
憩

　
（
各

委
員

会
：
）

1
1
:4

0
～

1
2
:1

0

1
1
:1

0
～

1
1
:4

0

中
国

か
ら

の
訪

日
観

光
客

の
旅

行
経

路
の

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

構
造

と
満

足
度

＊
関

西
大

学
　

　
　

李
　

子
奇

　
関

西
大

学
　

　
　

藍
木

　
秀

　
関

西
大

学
　

　
　

伊
佐

田
　

文
彦
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 【
5
月

1
9
日

（
日

）
午

後
】
　

1
3
:0

0
～

時
　

間
時

　
間

1
4
:0

0
～

1
4
:1

0

A
会

場
（
一

般
：
3
1
0
1
）

B
会

場
（
一

般
：
3
1
0
2
-
A
）

C
会

場
（
一

般
：
3
1
0
2
-
B

）
D

会
場

（
一

般
：
3
1
0
3
）

E
会

場
（
一

般
：
3
1
0
4
）

1
4
:5

0
〜

1
5
:2

0
C

u
rr

e
n
t 

st
at

u
s 

an
d 

is
su

e
s 

o
f 

in
fo

rm
at

io
n

e
du

c
at

io
n
 d

u
e
 t

o
 t

h
e
 n

e
w

 c
o
ro

n
a

＊
グ

リ
ー

ン
ラ

イ
ン

中
京

　
　

　
吉

田
　

伸
生

製
品

お
よ

び
シ

ス
テ

ム
の

設
計

知
識

の
伝

承
方

法
ー

設
計

作
業

情
報

を
共

時
的

か
つ

経
時

的
に

可
視

化
し

た
設

計
知

識
の

伝
承

効
果

＊
タ

ク
ミ

ナ
　

　
　

中
村

　
昇

平

1
3
:3

0
〜

1
4
:0

0
創

発
的

な
企

業
経

営
を

支
え

る
３

つ
の

要
素

に
関

す
る

考
察

―
１

＝
A
I、

認
知

・
非

認
知

ス
キ

ル
、

経
営

シ
ス

テ
ム

＝

＊
U

B
エ

ル
デ

ム
大

学
　

　
　

河
口

　
真

一
郎

　
中

央
学

院
大

学
　

　
　

B
ay

as
ga

la
n
 O

yu
n
ts

e
ts

e
g

　
ベ

ト
ナ

ム
外

国
貿

易
大

学
　

　
　

T
ra

n
 T

h
i 
K
ie

u
 M

in
h

公
共

機
関

へ
の

「
デ

ジ
タ

ル
ガ

バ
ナ

ン
ス

・
コ

ー
ド

2
.0

」
の

適
用

可
能

性

＊
関

東
学

院
大

学
　

　
　

本
田

　
正

美

オ
ン

ラ
イ

ン
と

オ
フ

ラ
イ

ン
の

融
合

下
に

お
け

る
共

創
戦

略
の

再
考

-
時

間
・
空

間
・
物

質
の

マ
ネ

ジ
メ

ン
ト

に
よ

る
ビ

ジ
ネ

ス
の

P
ro

ac
ti
ve

転
換

の
貢

献
と

課
題

-

＊
立

正
大

学
　

　
　

金
森

　
孝

浩

パ
ワ

ー
半

導
体

産
業

に
お

け
る

競
争

力
要

因
の

分
析

ー
半

導
体

製
造

装
置

と
の

関
係

性

＊
立

命
館

大
学

　
　

　
下

坂
　

英
司

　
立

命
館

大
学

　
　

　
田

中
　

邦
明

U
R
A
と

大
学

ラ
ン

キ
ン

グ
の

関
連

性
に

つ
い

て
の

研
究

＊
立

命
館

大
学

　
　

　
谷

口
　

正
城

　
大

阪
大

学
　

　
　

上
西

　
啓

介
　

法
政

大
学

　
　

　
玄

場
　

公
規

女
子

大
学

の
立

地
と

ア
ク

セ
シ

ビ
リ

テ
ィ

評
価

＊
昭

和
女

子
大

学
　

　
　

齊
藤

　
絵

理
子

　
早

稲
田

大
学

　
　

　
大

野
　

高
裕

日
本

と
台

湾
の

電
子

回
路

基
板

産
業

の
パ

ネ
ル

デ
ー

タ
分

析
に

よ
る

収
益

性
格

差
の

考
察

＊
早

稲
田

大
学

　
　

　
山

口
　

鐘
畿

1
3
:0

0
〜

1
3
:3

0

1
3
:3

0
〜

1
4
:0

0

1
3
:0

0
〜

1
3
:3

0
長

寿
フ

ァ
ミ

リ
ー

企
業

の
成

功
要

因
に

関
す

る
事

例
研

究

＊
國

學
院

大
學

　
　

　
手

塚
　

貞
治

ふ
る

さ
と

納
税

事
業

の
D

X
評

価
に

向
け

た
実

証
調

査

＊
摂

南
大

学
　

　
　

久
保

　
貞

也
　

摂
南

大
学

　
　

　
幾

谷
　

茉
桜

ニ
ュ

ー
ノ

ー
マ

ル
時

代
の

組
織

市
民

行
動

研
究

と
は

　
―

状
況

の
多

様
性

と
行

動
の

実
現

可
能

性
の

視
点

か
ら

＊
久

留
米

大
学

　
　

　
奥

井
　

秀
樹

休
　

　
憩

（
各

委
員

会
：
校

舎
2
階

の
教

室
を

利
用

）

1
4
:1

0
〜

1
4
:4

0
S
tu

dy
 o

n
 t

h
e
 S

ta
n
da

rd
iz

at
io

n
 o

f 
th

e
 U

ti
liz

at
io

n
 o

f
S
E
C

I 
M

o
de

l 
fo

r 
th

e
 I
m

pr
o
ve

m
e
n
t 

o
f 

th
e

A
pp

lic
at

io
n
 o

f 
A
rt

if
ic

ia
l 
In

te
lli
ge

n
c
e
 T

e
c
h
n
o
lo

gy
 i
n

M
an

u
fa

c
tu

ri
n
g 

E
n
te

rp
ri
se

 M
an

ag
e
m

e
n
t

＊
C

h
an

g 
C

h
e
n
常

晨

認
知

症
に

み
る

生
命

保
険

の
課

題
と

解
決

へ
の

イ
ノ

ベ
ー

シ
ョ
ン

＊
法

政
大

学
　

　
　

井
口

　
卓

郎

地
域

ビ
ジ

ネ
ス

研
究

に
お

け
る

計
量

分
析

再
考

＊
東

京
都

立
産

業
技

術
大

学
院

大
学

　
　

板
倉

　
宏

昭
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ニューノーマル研究部会のお知らせ 

 

ニューノーマル研究部会 2024 年度第 1 回会合（通算第 27 回）（ビジネスモデル分科会） 

 

開催日時：2024 年 4 月 13 日（土曜日）14 時～15 時 30 分 

開催方法：オンラインで開催  （ZOOM）   

講演タイトル：「日本の将来はインドしかない！」 

講  師：関西日印文化協会・副会長 日印関係コンサルタント 磯貝富夫様 

講演内容：今やインドは世界 1 の人口を抱える大国となり、世界中の注目を集めている。まさに「インド

の世紀の幕開け」と言えよう。今の世界情勢を鑑みると、世界経済の 8 割を占める G20 の中で日本を

含む G7 の経済が縮小していく一方、グローバルサウスの力が増大している。そしてインドはそのグロ

ーバルサウスの盟主である。歴史を振り返れば、日本とインドはどの国よりも良好な関係を続けてき

た。今後を考えると、とりわけ経済安全保障の観点からインドとの良好な 2 国間関係の維持は日本に

とってきわめて重要である。私は常々「日本の将来はインドしかない！」と主張してきた。私はこれ

まで 40 年間に世界 60 ヶ国を訪問してきたが、その最後の 11 年間をインドで過ごした。その実体験に

基づいて肌感覚でそう感じ、そう訴えている。本講演では、2050 年という節目を見据えて、日本が今

後インドとどのように付き合っていくべきなのか、ビジネスと学術の両面から具体策を提言したい。 

参加方法：以下の URL から出席可否の登録をお願いします。ご登録締め切りは 2024 年 4 月 11 日 17 時

です。https://forms.gle/od2d3u5Yt1xv8A5Z9 

ご登録者には後ほど ZOOM 招待状を送付させていただきます。 

※ご不明な点がございましたらご連絡ください。また今後会合のお知らせを希望されない方は下記ま

でご連絡ください。三森八重子·大阪大学招聘教授 dt4y-mtmr@asahi-net.or.jp 

研究部会 Web ページ：http://www.jams-web.jp/information/sectnn2024.html 

 

ヒューマンリソース（ＨＲ）研究部会のお知らせ 

 

開 催 日 時：2024 年 5 月 11 日（土） 15:00-17:00 

開 催 場 所：ZOOM によるオンライン会議形式 

発表予定者：調整中 

連絡先（幹事）：金子勝一（山梨学院大学） Tel.055-224-1337 E-mail:kaneko.shoichi@c2c.ac.jp 

研究部会 Web ページ：http://www.jams-web.jp/information/secthr2024.html 

 

経営モデル研究部会のお知らせ 

 

開 催 日 時：2024 年 6 月 8 日（土） 15:00-17:00 

開 催 場 所：Zoom によるオンライン会議形式 

発表予定者：調整中 

連絡先：田畑 智章（東海大学） TEL.03-3441-1171（代表）/E-Mail:tabata@tokai-u.jp 

 〃 ：金子 勝一（山梨学院大学）TEL.055-224-1337/E-Mail:kaneko.shoichi@c2c.ac.jp 

研究部会 Web ページ http://www.jams-web.jp/information/sectmm2024.html 

 

 

 

日本経営システム学会 

住所 〒169-0073 東京都新宿区百人町 1-20-3 バラードハイム 703 

TEL03-3371-5324・FAX03-3371-5185 

E-Mail: keieisys@jams-web.jp 


